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「いわてスタンダード」及び
「Ｇアップシート」の改訂について

【担当者】苫米地俊亮 長根義広 熊谷和浩
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こんな場面は思い当たりませんか？こんな場面は思い当たりませんか？

学習指導要領解説 第1章 総説 ２国語科改訂の趣旨(抜粋)

実生活で生きてはたらき，各教科等の学習の基本ともなる国語の

能力を身に付けること

新しい学習指導要領で求められている，実⽣活で⽣きてはたらく国語の能⼒を⾝に付

けるための「⾔語活動を通した指導」を⾏い，⽣徒に学⼒を⾝に付けさせるために

を使ってみませんか？

調べ学習はテーマを決め

たらすぐに調査を始めさせ

ている（調べ方は？）

作文は思ったことを自由に書

かせている（誰に向けて？目

的は？書き方は？）

話し合いの場面では自由に

意見を交流させている（話し

合う視点は？方法は？）

文学的文章も説明的文章

も授業の展開が同じ（読

み取り方に違いは？）

基本的な知識を教えて

すぐに俳句を作らせてい

る（俳句を作る手順は？）

授業で⾏った活動でどのような⼒が付き、今後実⽣活

でどう活⽤されるか意識しているでしょうか？

中学校
国語科 中 間 報 告



言語活動例 ウ 新聞で得た情報とインターネットで得た情報とを比較する言語活動を通した指導

① 学習指導要領の内容 ② 評価規準の設定例（国立教育政策研究所） ③岩手の中学生に身に付けさせたい力 ④問題番号
（●：授業中の活動）

［国語への関心・意欲・態度］

・新聞とインターネットで得た情報を読み，情報 <1>何についてどのように読めばよいかの見通しをもつ ●事前のワークシート
の特徴について考えを深めようとしている。 <2>目的に沿って読もうとしている ●討論場面（教師による観察）

<3>目的に沿って読むことができたかを振り返る ●事後のワークシート

［読む能力］

味 語 ア 抽象的な概念を表す語句や心情を表 ・情報の特徴を考えるために，新聞とインターネ <1>抽象的な概念を表す語句に注意して読む 【読む７-問一】
の 句 す語句などに注意して読むこと。 ットの記事について，抽象的な概念を表す語句 <2>書き手の思いを表す語句に注意して読む 【読む７-問二】
理 の や書き手の思いを表す語句に注意して読んでい
解 意 る。（ア）

文 イ 文章全体と部分の関係，例示や描写 ・情報の特徴を考えるために，新聞とインターネ <1>見出しと本文との関係を比較して読む 【読む７-問三】
章 の効果、登場人物の言動の意味などを ットの記事について，見出しと本文との関係， <2>例示の効果を比較して読む 【読む７-問四】
の 考え、内容の理解に役立てること。 例示の効果等を比較して読んでいる。（イ）
解
釈

考 自 ウ 文章の構成や展開、表現の仕方につ ・新聞とインターネットの記事について，文章の <1>文章の構成に着目し，情報の特徴の違いをまとめる 【読む７-問五】
え 分 いて、根拠を明確にして自分の考えを 構成や表現の仕方に着目し，具体的な箇所を引
の の まとめること。 用しながら情報の特徴の違いをまとめている。 <2>表現の仕方に着目し，情報の特徴の違いをまとめる 【読む７-問六】
形 （ウ）
成 エ 文章に表れているものの見方や考え ・情報の特徴について，自分の知識や体験と関連 <3>自分の知識や体験と関連付けながら考えをまとめる 【読む７-問七】

方について、知識や体験と関連付けて 付けながら考えをまとめている。（エ）
自分の考えを持つこと。

情 読 カ 多様な方法で選んだ本や文章などか ・自ら設定した課題について複数の方法で得た情 <1>複数の方法で得た情報を比較し，目的や意図に応じて選 ●まとめ場面（ワークシート）
報 書 ら適切な情報を得て、自分の考えをま 報を比較し，目的や意図に応じて選択して自分 択して自分の考えをまとめる
活 と とめること。 の考えをまとめている。（オ）
用

言語についての知識・理解・技能

イ 言葉の特徴やき ・新聞とインターネットに出てくる抽象的な概念を表す語句や多義的な意 <1>抽象的な概念を表す語句や多義的な意味を表す語句につ ※【読む７-問一】
まりに関する事項 味を表す語句について理解している。（イ(ｲ)） いて理解する

ウ 漢字に関する事 ・見出しなどにおける助詞や助動詞の効果について考えている。（イ(ｴ)） <2>助詞や助動詞の効果について考える 【言語】
項 ・新聞とインターネットにおける文章の形態や展開の違いについて考えて <3>文章の形態や展開の違いについて考える ※【読む７-問五】※【読む７-問六】

いる。（イ(ｵ)）
・文章に用いられている漢字を正しく読んでいる。（ウ(ｱ)） <4>文章に用いられている漢字を正しく読む 【言語】
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生徒に身に付けさせたい力をより具体的に表現

いわてスタンダード

問
一

鈴
木
さ
ん
は
新
聞
の
記
事
の
中
の

不
測
の
事
態

と
い
う
言
葉
の
意
味
が
わ
か
ら
ず
辞
書
で
調
べ
た

と
こ
ろ
「
不
測
」
は
「
予
測
で
き
な
い
こ
と
、
思
い
が
け
な
い
こ
と
」
、
「
事
態
」
は
「
物
事
の
状
態
、
成

り
行
き
」
と
あ
り
ま
し
た
。
新
聞
記
事
の
中
で
の
「
不
測
の
事
態
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
し
ま
す

か
。
次
の
ア
～
オ
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

【
抽
象
的
な
概
念
を
表
す
語
句
に
注
意
し
て
読
む
】

ア

リ
レ
ー
の
ス
タ
ー
ト
で
フ
ラ
イ
ン
グ
が
起
こ
る
こ
と

イ

リ
レ
ー
の
バ
ト
ン
を
競
技
中
に
落
と
し
て
し
ま
う
こ
と

ウ

リ
レ
ー
の
決
勝
で
見
事
に
優
勝
を
か
ざ
る
こ
と

エ

リ
レ
ー
の
予
選
で
負
け
、
決
勝
に
出
ら
れ
な
い
こ
と

オ

リ
レ
ー
の
選
手
が
競
技
の
前
に
怪
我
を
す
る
こ
と

問
二

鈴
木
さ
ん
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ブ
ロ
グ
の
中
に

か
い
が
あ
っ
た

と
い
う
表
現
が
あ
る
の
を
見
て
、

自
分
自
身
の
経
験
の
中
に
こ
の
言
葉
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
次
の
ア

～
オ
の
中
で
、
こ
の
言
葉
を
用
い
て
表
現
す
る
の
に
適
切
な
も
の
を
全
て
選
び
な
さ
い
。

【
書
き
手
の
思
い
を
表
す
語
句
に
注
意
し
て
読
む
】

ア

お
風
呂
掃
除
を
し
て
い
た
ら
、
母
が
お
風
呂
用
の
洗
剤
を
く
れ
た
こ
と

イ

勉
強
を
し
て
い
た
ら
、
テ
ス
ト
で
い
つ
も
よ
り
高
い
点
が
取
れ
た
こ
と

ウ

家
の
雪
か
き
を
し
て
い
た
ら
、
父
か
ら
お
小
遣
い
を
も
ら
え
た
こ
と

エ

昼
寝
を
し
て
い
た
ら
、
い
つ
の
間
に
か
夕
方
に
な
っ
て
い
た
こ
と

オ

家
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
ら
、
祖
父
か
ら
小
包
が
届
い
た
こ
と

問
三

鈴
木
さ
ん
は
新
聞
記
事
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ブ
ロ
グ
に
は
、
見
出
し
に
違
い
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き

ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
、
次
の
文
の
①
～
②
に
最
も
適
す
る
も
の
を
、
ア
～
オ
か
ら
選
び

な
さ
い
。

【
見
出
し
と
本
文
と
の
関
係
を
比
較
し
て
読
む
】

見
出
し
と
記
事
を
比
較
す
る
と
、
ど
ち
ら
も
記
事
の
内
容
に
関
わ
る
見
出
し
に
な
っ
て
い
る
が
、

新
聞
の
見
出
し
は

①

の
に
対
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ブ
ロ
グ
の
見
出
し
は

②

。

ア

書
き
手
の
気
持
ち
が
自
由
に
書
か
れ
て
い
る

イ

書
き
手
の
こ
れ
か
ら
の
希
望
が
書
か
れ
て
い
る

ウ

読
み
手
が
知
り
た
い
こ
と
へ
の
答
え
が
書
か
れ
て
い
る

①

エ

読
み
手
の
心
を
動
か
す
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る

オ

記
事
の
内
容
が
す
ぐ
わ
か
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る

②

カ

記
事
の
内
容
を
く
わ
し
く
わ
か
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る

単元の展開に合わせて問題が進行

二
年

国
語

Ｇ
ア
ッ
プ
シ
ー
ト

読
む
７

組

番
・
氏
名

★
情
報
を
発
信
す
る
た
め
に
、
メ
デ
イ
ア
の
表
現
の
特
徴
を
分
析
し
よ
う

◇
先
日
行
わ
れ
た
体
育
祭
の
様
子
を
地
域
の
方
々
に
発
信
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
鈴
木
さ

ん
は
、
ど
う
い
う
方
法
で
情
報
を
発
信
す
る
か
提
案
す
る
た
め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
新
聞
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
記
事
を
見
て
、
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

【
新
聞
記
事
】

そ
の
中
で
現
役
に
こ
だ
わ

り
、
ベ
テ
ラ
ン
と
し
て
若

手
を
引
っ
張
っ
た
。
レ
ー

○
○
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ク
に
続
き
２
度
目
で
、

一
時
は
出
場
さ
え
危
ぶ

ス
後
の
「
自
分
が
陸
上
界

陸
上
競
技
男
子
百
㍍
が

日
本
人
と
し
て
こ
れ
ま

ま
れ
る
事
態
と
な
っ
て

の
役
に
立
て
た
な
ら
う
れ

８
日
、
当
地
の
国
立
陸

で
こ
の
種
目
で
メ
ダ
ル

い
た
。
そ
れ
で
も
彼
を

し
い
ね
」
と
語
る
顔
に
は

上
競
技
場
で
行
わ
れ
、

を
獲
得
し
た
の
は
水
野

走
ら
せ
た
の
は
「
こ
れ

満
足
感
が
漂
っ
て
い
た
。

日
本
の
水
野
大
機
が
決

の
み
。

ま
で
支
え
て
く
れ
た
人

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
後
は

勝
に
進
み
、
３
位
に
入

た
ち
へ
感
謝
の
気
持
ち

「
ま
だ
出
番
が
あ
る
か
も

賞
し
た
。
１
位
は
ア
メ

を
届
け
た
い
」
「
若
い

し
れ
な
い
」
と
顔
を
引
き

リ
カ
の
ペ
イ
ト
ン
・
マ

他
の
選
手
達
の
見
本
と

締
め
た
。
リ
レ
ー
で
は
補

ニ
ン
グ
、
２
位
も
ア
メ

○
…
日
本
の
エ
ー
ス
と

な
り
た
い
」
の
思
い
で

欠
だ
が
、
不
測
の
事
態
に

リ
カ
の
ド
リ
ュ
ー
・
ブ

し
て
の
責
任
を
背
負
っ

あ
っ
た
。
周
囲
は
世
代

備
え
て
レ
ー
ス
の
準
備
は

リ
ー
ズ
が
入
っ
た
。
水

て
の
走
り
で
あ
っ
た
。

交
代
が
進
ん
で
お
り
、

ま
だ
続
く
。
ま
だ
緊
張
の

野
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

大
会
前
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

同
世
代
に
は
引
退
し
、

糸
を
緩
め
る
わ
け
に
は
い

の
メ
ダ
ル
獲
得
は
、
前

ー
で
は
怪
我
に
よ
る
調

指
導
者
へ
の
道
を
歩
み

か
な
い
よ
う
だ
。

回
の
□
□
オ
リ
ン
ピ
ッ

整
の
遅
れ
を
口
に
し
、

出
し
た
仲
間
も
多
い
。

【
高
橋
智
子
】

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
】

水
野
、
銅
メ
ダ
ル
獲
得

日
本
男
子
百
㍍
史
上
初
の
二
大
会
連
続

エ
ー
ス
の
責
任
を

果
た
す
走
り

オリンピックへの道
〜⽔野選⼿の活躍を追うブログ〜

201*年9⽉8⽇

やってくれました！

水野選手がついにやってくれました。銅メダ

ルですよ、みなさん。これまで応援してきたか

いがあったというものです。オリンピック会場

まで応援に来てよかった〜。とりあえず今は結

果だけ。やったね(^o^)

管理⼈：唯 201*-9-8 9:13

【この記事へのコメント】

よかったですね！

私も密かに応援していました。頑張った結果が

出てよかったですね！

投稿者：瑞季 201*-9-8 9:22

Re:やってくれました！

僕は水野選手の地元の者ですが、周りみんな喜

んでますよ。彼は我が町の誇りです！

投稿者：陵介 201*-9-８ 9:30

Re:やってくれました！

1位の選手が失格で、水野選手が2位になるって

噂がありますけど、ほんとですか？ 毎朝新聞 ２０１＊年９月９日の記事より

「いわてスタンダード」にある

『岩手の中学生に身に付けさせたい力』と

それを設問にした「Ｇアップシート」で

国語の授業を変える３つのポイント！

授業改善の手がかり

学力向上に！

Ｇアップシート(テキスト)

Ｇアップシート（設問）

ポイント２ ☆多様で具体的な言語活動

各学年に合った多くの⾔語活動の設定により，多様な活

動を疑似体験できる。

・絶滅危惧種についてのプレゼンテーション

・地域活性化を探るパネルディスカッション

・職場体験先へのお礼状 ・図書館通信作成

・絵画の鑑賞文 ・文化祭の案内状 etc

ポイント１ ☆焦点化された指導事項

指導と評価の一体化を図った｢岩手の中学生に

⾝に付けさせたい⼒｣で，指導のねらいを明確に

意識できる！

☆活用の幅の広い問題設定

⼤問1つで20分程度の時間設定，選

択問題を中心とした出題方法と読ん

で学べる解説付きで，生徒が自主的

に取り組むことができる。

ポイント３ ☆言語活動に沿った問題展開

⼤問１つを１つの単元（⾔語活動）に⾒⽴て

た設定と，生徒の学習活動を具体的に想定した

小問構成により，実際の言語活動をイメージし

ながら解くことができる。



○いわてスタンダード，Ｇアップシートとは？

○活用について
◇Gアップシートには全ての大問に、下のような生徒が読んで学べる解説がついています。

【例 中1 読む７ 家族の絆についての本を読んで、ブックトークをしよう】

◇「いわてスタンダード」「Gアップシート」及びその「解説」は，次のような活用方法が考えら

れます。

☆教師側の視点から

・単元構想時の参考資料として

・定期テスト作成の参考資料として

・（事前，事中，事後）評価問題として

☆生徒側の視点から

・自主的学習（朝学習，家庭学習）として

※全ての著作権はセンターにあります。

研究内容の詳細については、当センターwebページ（岩手県立総合教育センターwebページhttp:/

/www1.iwate-ed.jp/）に資料を掲載しておりますのでご覧下さい。

作成した「いわてスタンダード」「Ｇアップシート」については，岩手教育情報交流ネットに掲

載する予定です。完成版は25年度以降、CD-ROM等で各中学校に配付予定です。

【いわてスタンダード】

平成24年度から施⾏される中学校学習指導

要領と，国⽴教育政策研究所作成の評価規準

の設定例を基に，指導事項を焦点化したもの

を「岩⼿の中学⽣に⾝に付けさせたい⼒」と

して表にまとめたもの。国語科においては同

じ指導事項でも⾔語活動例ごとにくり返し設

定している。

【Ｇアップシート】(国語)

いわてスタンダードに設定された「岩手の

中学⽣に⾝に付けさせたい⼒」を⾼めるため

の単元展開例を，評価問題形式で示したもの。

「岩⼿の中学⽣に⾝に付けさせたい⼒」１つ

につき小問１つを基本に設定しており，順番

に解いていくことで単元の活動を疑似体験す

ることができる。

解
説問

二

要
約
は
物
語
・
小
説
な
ど
で
は
「
あ
ら
す
じ
」
と
も
言
わ
れ

ま
す
。
ひ
と
こ
と
で
要
約
と
言
っ
て
も
ね
ら
い
に
よ
っ
て
重

点
が
変
わ
り
、
こ
の
問
題
で
は
ま
と
め
る
テ
ー
マ
が
「
家
族

の
絆
」
な
の
で
、
そ
れ
を
中
心
と
し
た
要
約
の
仕
方
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

要
約
す
る
と
き
に
は
最
初
に
次
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

○
書
く
目
的
を
は
っ
き
り
さ
せ
る

・
何
の
た
め
に
書
く
の
か
（
ど
の
よ
う
な
目
的
や
立
場
で
書

く
の
か
）

・
誰
の
た
め
に
書
く
の
か
（
自
分
、
ま
た
は
他
の
人
か
）

目
的
が
は
っ
き
り
し
た
ら
、
要
約
す
る
範
囲
、
分
量
、
構
成

を
決
め
て
書
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
四

文
章
の
効
果
に
つ
い
て
考
え
る
視
点
を
大
き
く
二
つ
に
分
け

る
と
、

①
全
体
を
大
き
く
と
ら
え
た
構
成
の
効
果
に
対
す
る
視
点

②
個
々
の
描
写
の
効
果
に
対
す
る
視
点

に
な
り
ま
す
。
同
じ
部
分
で
も
別
な
視
点
で
と
ら
え
れ
ば
別

な
意
味
を
持
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
両
方
の
視
点
か

ら
考
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。


